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県立高等学校重点校制度に係る事業計画書 

学校名 鳥取中央育英高等学校 

重点項目 スポーツ・文化芸術活動重点校 提出日 令和４年１２月２０日 

 

１ 学校目標 

１ 志を持ち、それを叶える確かな学力が身につく 

 （１） 進路目標の明確化 

 （２） 基礎学力の向上 

２ 自らを律し、何事も率先して自ら行う力が身につく 

 （１） 基本的生活習慣の確立 

 （２） 生徒会活動・部活動の充実 

３ 自他を思いやり、他と協力する力が身につく 

 （１） 学校行事・学級活動の充実 

 （２） 安全意識・安全技術の向上 

４ 学校の魅力化 

 （１） 「地域探究の時間」の発展・充実 

２ 重点項目に係る目標 

本校は県内でも数少ない体育コース設置校であり、その体育コースの生徒を中心として部

活動での全国レベルの活躍や学校の活性化を図ってきた。 

 これまで体育コースの取組として、人間力の向上を中心とした事業を行ってきたが、競技力

の一層の向上を目指した事業を取り入れることにより、競技者としての意識と技術の向上を

図るとともに、指導する教職員（運動部指導者）においても指導力の向上を目指す取組を行い、

部活動の更なる充実を図る。そして、体育コース２，３年次生が体育コースでの学びを各部活

動において中心選手として実践し、全国大会で活躍することで学びをさらに深め、１年次の各

類型の生徒に継承していく。 

 

＜数値目標＞ 

陸上…全国大会入賞７名以上、全国総体出場１５名以上、全国高校駅伝、国体等全国大会 

出場 

水球…全国大会上位入賞、全国総体、国体、全日本ジュニア選手権へ出場 

レスリング…全国大会入賞５名以上、全国総体、国体、全国選抜へ出場 

山岳…全国大会上位入賞、全国選抜、国体等へ出場 

バレー男子…全国大会入賞、全国総体、全国選手権等へ出場 

ソフトボール男子…全国総体、全国選抜等へ出場 

野球…甲子園、選抜大会へ出場 

 

競技力に優れた県外中学生入学者数 令和４年度 １学年 10 名 
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３ 事業計画（事業名、事業概要） 

【高等学校課事業】 

・外部人財活用事業（社会人講師活用事業） 

（１）ねらい 

   スポーツにおける栄養の必要性・有効性について系統的に学ぶともに、身体諸器官の

仕組みや効率的な運動技能の習得について系統的な実習を行うことにより、競技力向上

のきっかけをつくる。 

（２）事業内容 

ア スポーツトレーナー「スポーツとマッサージ」 

  ２年次に５時間行う（講師：大森クリニックトレーナー） 

イ トレーナーマスター「スポーツと栄養」 

  ２年次に３時間行う（講師：清水病院 栄養士） 

  

【独自事業】 

１ トップアスリート講演会 

（１）ねらい 

各部活動は、全国レベルのチームや選手と合同練習、合宿等を重ね切磋琢磨していると

ころではあるが、その場面において全国トップ選手及び指導者から話を聞く機会は少な

い。上位大会での活躍のためには、選手と教職員が日頃から高い意識ときめ細かな生活を

送る必要性がある。その考え方や方法を聞き、「競技生活の転機」となる機会を得たい。

具体的には、選手の運動スキルや意欲の向上、健康管理に関する知識及び実践方法の習

得、指導者の指導力向上を目指す。 

（２）事業内容  

１回に３時間の講演会を年１回開催 

（３）場 所 本校体育館、多目的教室 

（４）対 象 体育コース２，３年生徒、教職員 

 

３ トップアスリート養成研修 

（１）ねらい 

ア 全国トップレベルの選手と活動することによって、体育コースでの学びが深まり、競技

力の向上やアスリートとしての意識付けができる。 

イ 栄養学の指導を受けることでアスリートとして食事の重要性、生活習慣の見直しを図る

ことができる。 

ウ スポーツを行う上で必要なコンディショニングの管理方法を学び、体のケアの方法やパ

フォーマンス向上について考えることができる。 

エ 集団生活を通してクラスの団結力を深めるとともに、社会生活における望ましい能力

や態度を養う。 
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（２）事業内容 

①期 日 令和５年１２月上旬 ２泊３日 

②日 程 １日目 午後 大学説明及び講義（トップアスリートとしての意識） 

           夕方 栄養学講座及び講座を活かしての夕食会 

           夜  講演会及び反省（振返り） 

      ２日目 午前 柔道整復師養成の演習授業見学 

午後 大学施設見学・部活動見学及び合同練習会 

夜  山本清人先生（本校元職員、現 IPU ソフトボール監督）講演会 

       ３日目 午前 アスレティックトレーナー養成の演習授業見学 

              研修の総括及びまとめ 

（３）場 所 環太平洋大学（宿泊：大学研修所） 

（４）対 象 体育コース２年次生及び教職員 

 

【その他事業】 

１ 理学療法士及び作業療法士による出前講座 

（１）ねらい 

 ア 理学療法の基礎を学び、病気やケガなどに対し、運動や物理的な手段を用いて基本的 

な運動機能を回復させる専門知識を学ぶ。 

イ 作業療法の基礎を学び、体だけでなく心や環境面でのサポートにも重点を置き、社

会参加を支援するリハビリテーションの専門知識を学ぶ。 

ウ 体育コースの特徴を生かし、それぞれの部活動における競技力向上に活かす。 

（２）事業内容 

  ア 理学療法士による講義・演習 

    ２年次に３時間行う（講師：鳥取市医療看護専門学校理学療法士学科職員を予定 

  イ 作業療法士による講義・演習 

     ２年次に３時間行う（講師：鳥取市医療看護専門学校作業療法士学科職員を予定） 

※枚数任意 


